
水田跡等に生え、葉鞘の外縁はまったく無毛、茎はのちに倒れて地をはい、各節から新苗が出て、翌年の
茎となって開花する。花穂は太くて、直立し、小穂は圧着する。

県内では3ヶ所で確認されているが、阪神の生育地では水田が休耕田となったことにより消失しかけてい
る。

生育地である湿地環境の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Elymus  humidus  (Ohwi et Sakam.)Á.Löve

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

イネ科

兵庫県ランク…ミズタカモジグサ
環境省ランク… VU


